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▪主な内容▪ 休日も練習に励みます・西部中学校ソフトボール部

2014.７
特集　広葉交流センターへ　いこ～よ!!････････････････････②
みんなの広場････････････････････････････････････････････⑥
　人の森／荒木理沙さん　
　北広ひとつまみ／北広島消費者協会
特集　行財政改革････････････････････････････････････････⑧
           年金の手続きをお忘れなく！････････････････････････⑩
お知らせ････････････････････････････････････････････････⑪
ふれあい通信････････････････････････････････････････････㉑



広報 北広島－2014.7.1 ②

　

広
葉
小
学
校
跡
施
設
が
、
多
機
能
・
多
目

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
、
子
育

て
世
代
な
ど
、
み
ん
な
が
集
う
交
流
拠
点
・

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
体
験
・
練
習
・
学

習
。
文
化
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会

議
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る
交
流
室
、
軽

音
楽
・
踊
り
の
練
習
に
適
し
た
練
習
室
、
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
や
木
管
・
金
管
楽
器
の
本
格
的

な
練
習
に
最
適
な
音
楽
室
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
物
作
り
の
た
め
の
陶
芸
室
、
料

理
教
室
が
開
け
る
調
理
室
、
体
験
学
習
が
で

き
る
学
習
室
、
中
規
模
の
研
修
会
・
講
演
会

に
対
応
す
る
研
修
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
体

育
館
と
多
目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
は
、

交流の場として、気軽に利用してください

１

７

２３

５

４
７
４
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広報 北広島－2014.7.1③

①施設管理事務室　②交流室　③練習室　④音楽室　⑤調理室　⑥陶芸室　⑦研修室　⑧学習室　⑨和室　⑩児童センター
⑪粗大ごみリユース作業室　⑫粗大ごみリユース展示広場　⑬防災備蓄庫　⑭生きがいデイサービス　⑮学童クラブ　
⑯エコミュージアムセンター知新の駅　⑰学校記念品展示スペース　

1研修室：90人程度が収容可能　2音楽室：防音仕様。ドラム・キーボードなども
貸し出します（有料）　3学習室：旧理科室。絵画、工作などに最適　4陶芸室：
大・小２つの窯があります　5粗大ごみリユース作業室：販売する家具を修理中
6練習室：鏡があるので、ダンスや踊りの練習に　7和室：10畳間が２部屋。つな
げて使用することも　8知新の駅：間近で見るキタヒロシマカイギュウの標本は、
迫力満点　9知新の駅：調べ物ができるライブラリー　10・11児童センター：思い
きり体を動かして遊べる遊戯室　12知新の駅：眺望が楽しめるビジターホール

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
知
新
の
駅
や
児
童
セ
ン
タ
ー
、
粗
大
ご

み
リ
ユ
ー
ス
展
示
広
場
な
ど
も
併
設
し
て
い

ま
す
。

　

公
募
し
て
決
め
た
愛
称
は
、
い
こ
〜
よ
。

皆
さ
ん
「
行
こ
う
よ
！
」
と
声
を
掛
け
合
っ

て
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。第１住区連合自治会会長　五十嵐恒夫さん（広葉町）

▲正面玄関
体育館▼ ①②

②

④③ ⑪

⑫ ⑬

⑭

⑮⑯⑩

⑥

⑤

②
②

③

⑯

⑦

⑧

⑨
⑰

　　　　　　広葉交流センターは、地域でも関心を持っ
　　　　　ていますよ。住民説明会には、120人ほどが
集まりました。私も町内会の活動で利用したいです。
　市内には、マンモスゾウの化石などの自然遺産や寒地
稲作の父である中山久蔵、クラーク博士ゆかりの地があ
ります。知新の駅が併設されるので、まちの自然環境や
歴史、現在に至るまでが学べる拠点となりますね。
　ＪＲ北広島駅から近く、市外からも人を呼び込めるよ　
　うな、北広島の目玉となる施設になってほしいです。
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広報 北広島－2014.7.1 ④

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
な
ら
、
誰
で
も
自
由

に
遊
べ
ま
す
。
年
齢
の
異
な
る
仲
間
づ
く
り

や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
体
と
豊
か
な
心
を
育

む
施
設
で
す
。

　

遊
戯
室
で
は
、
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
は
、
室
内
用

運
動
靴
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

工
作
や
読
書
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぶ
図
書
室
・

創
作
活
動
室
、
遊
び
や
学
習
な
ど
多
目
的
に

利
用
で
き
る
集
会
室
が
あ
り
ま
す
。
授
乳
室

も
あ
る
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
お
母

さ
ん
も
安
心
で
す
。

　

未
就
学
の
子
ど
も
は
、
保
護
者
同
伴
の
う

え
で
遊
び
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
課

後
遊
び
に
来
る
と
き
は
、
一
度
帰
宅
し
て
か

ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
児
童
厚
生
員
が
常
駐
し
、

　

市
内
に
点
在
す
る
自
然
や
歴
史
、
生
活
文

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
あ
る
遺
産
を
紹

介
す
る
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
初
め
に
入
る
部
屋
が
２
階
の
ビ

ジ
タ
ー
ホ
ー
ル
。
こ
こ
で
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
全
体
像
を
捉
え
、
床
に
設
置
し
た
大
型

航
空
写
真
の
上
を
歩
く
と
、
鳥
に
な
っ
た
よ

う
な
気
持
ち
で
ま
ち
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
窓
か
ら
は
馬
追
丘
陵
や
夕
張
岳
、
日

高
山
脈
な
ど
の
遠
望
を
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、

W
iFi

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）が
利
用
で
き
る
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
図
書
館
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
郷
土
に
関
す
る
調

べ
物
が
で
き
ま
す
。

　

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
３
人
の
先
人
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

　

資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
進

め
る
た
め
、
粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
で
き
る
家
具
や
自
転
車
な
ど

を
、
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

簡
単
な
修
繕
や
整
備
を
し
て
か
ら
、
正
面

入
口
横
に
あ
る
広
場
に
展
示
し
ま
す
。
商
品

は
、
そ
の
場
で
購
入
で
き
ま
す
。

地
球
や
生
命
の
歴
史
を
展
示
。
１
０
０
〜
１

７
０
万
年
前
の
北
広
島
市
の
地
層
・
ク
ロ
ス

ラ
ミ
ナ
の
転
写
標
本
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

１
階
の
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
自
然

遺
産
や
歴
史
遺
産
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
性
の

あ
る
展
示
を
、
２
・
３
カ
月
の
期
間
で
年
に

３
・
４
回
実
施
し
ま
す
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
知
新
の
駅

は
、
訪
れ
た
方
が
ま
ち
を
見
つ
め
、
時
を
旅

し
、
新
た
な
知
に
出
会
う
出
発
点
で
す
。
何

度
で
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
楽
し
い
遊
び
や
行
事
を
企
画
・
指

導
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
ま
す
。

悩
み
事
や
心
配
事
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
飲
食
で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
や
つ
・
お
金
・
お
も
ち
ゃ
は
持
ち
込
め

ま
せ
ん
。

　　　　　　　　私たちＯＢ会ガイドスタ
　　　　　　　ッフがご案内します。現在、
ガイドマニュアルを作り開館に向けた準備
を進めています。今後は、稲わら細工作り
の体験コーナーなども考えています。何度
訪れても楽しめる、活気ある施設にしたい
ですね。私たちも積極的に企画・提案して、
知新の駅を盛り上げていきたいです。

まちを好きになる市民大学ＯＢ会
会長　川名廣満さん（輪厚中央）

4 0 0冊以上の本が子どもたちを待っています

本棚やテーブル、たんすなど、いろいろありますよ

5. 6ｍのキタヒロシマカイギュウがお出迎え



■問合せ　市民課（☎ 372-3311 内線 700）

広報 北広島－2014.7.1⑤

施設名 　　７ 　８

広葉交流センター
粗大ごみリユース
展示広場

エコミュージアム
センター知新の駅

北広島
団地児童センター

施設名 １時間当たり
の利用料金 用途・機能

交流室
１～４ 260～580円 会議、サークル活動

練習室
１・２ 230～500円 軽音楽・楽器練習、ダンス、踊り

音楽室 230円
本格的なバンド・楽
器練習、音楽活動
＊防音仕様です。

調理室 760円 料理教室、調理
陶芸室 380円 陶芸制作
学習室 710円 体験学習、絵画、工作

研修室 880円
研修会、講演会
＊プロジェクターが
あります。

和室
１・２ 180円 着付け教室、子育てサークル

体育館
●10人以上
 　　＝540円
●個人＝50円

スポーツ、イベント、
合唱

多目的
広場 無料 スポーツ、イベント

開館日　広葉交流センターと同じ
開館時間　午前９時～午後５時
問合せ　エコミュージアムセンター知新の駅（☎373-0188）

開館日　広葉交流センターと同じ
開館時間　午前９時30分～午後５時30分
問合せ　
　●７月25日まで＝児童家庭課（内線899）
　●７月27日から＝北広島団地児童センター（☎376-6363）

開館日・時間　広葉交流センターと同じ
問合せ　環境課（内線606）

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

　
エ
ル
フ
ィ
ン
店
●

↑
札
幌

北
進
通

●広葉中学校

●広葉郵便局

広葉交流
センター

緑陽通

●

ＪＲ北広島駅

セイコー●
マート

広
葉
通

中央通

松葉町１丁目
バス停

恵
庭
↓

←団地住民センター

場所　広葉町３丁目１
★ＪＲ北広島駅から徒歩15分、車で３分
★団地住民センターから徒歩20分

　誰でも参加できます。車で
来る方は、広葉中学校の駐車
場を利用してください。
内容　式典、アトラクション
（ダンス・ボーカル）
出演　スタジオオンワード、
浜田純平さん、横尾美穂さん、
寺西幸子さん

★☆まいピーも来るよ☆★
時間・場所
午前９時30分＝児童センター
午前10時40分＝知新の駅

　８月１日は、混雑のため利用申し込みに時間が掛かることもありますが、ご理解をお願いします。
　ただし、市外にお住まいの方の利用申し込みは８月７日からです。
開館日　火～日曜
　＊月曜（月曜が祝日のときは、次の平日）、年末年始（12月29日～
　　翌年１月３日）は休館です。
　＊多目的広場は、11月１日～翌年４月30日は利用できません。
開館時間　午前９時～午後９時30分
　＊多目的広場は、午前８時～午後６時。
利用申込受付の開始日
　●市内にお住まいの方＝利用を希望する日の３カ月前の１日から
　●市外にお住まいの方＝利用を希望する日の２カ月前の１日から
　＊例えば12月15日の利用を希望する場合、市内にお住まいの方は９
　　月１日から、市外にお住まいの方は10月１日から申し込めます。
　＊１日が休館のときは、次の開館日から受け付けます。
受付日時　開館日の午前９時～午後９時
　＊受付開始日の午前９時までに来た利用申し込みで、希望する日時・
　　施設が重複した場合は抽選です。その後は順次受け付けます。
利用料金　右表のとおり
　＊申込時に利用料金を支払ってください。社会教育関係団体などは、
　　減免があります。営利目的の利用などは、右表の２倍です。
申込み　広葉交流センター（☎373-2801）

★オープニングセ
レモニー＝午前10
時から
★施設見学＝午前
10時40分～午後４時

開館
午前10時40分～
　　　　午後５時

開館
午前９時30分～
　　午後５時30分

開館・
利用申込受付
午前９時から
＊市外の方は
８月７日から

30水27日 28月 29火 31木 １金

施設見学
午前10時～
　午後４時

開館　
午前９時～午後５時

開館
午前９時30分～午後５時30分



　

交
流
会
で
華
麗
に
踊
る

　

５
月
18
日
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

で
、
き
た
ひ
ろ
バ
レ
エ
「
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
」
主
催
の
交
流
会
が
開
か

れ
た
。
生
徒
た
ち
が
練
習
し
て
き

た
集
大
成
を
、
身
近
な
人
に
披
露

す
る
会
だ
。

　

始
め
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
荒
木

さ
ん
。
眠
れ
る
森
の
美
女
第
３
幕

か
ら
オ
ー
ロ
ラ
姫
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
踊
る
姿
は
、
し
な
や
か
で

美
し
い
。
表
情
も
豊
か
で
、
曲
の

情
景
が
浮
か
ぶ
。
「
そ
の
時
ど
き

で
、
役
に
な
り
き
り
ま
す
。
交
流

会
は
、
伸
び
伸
び
と
踊
れ
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」
。
小
さ
な
バ
レ
リ

ー
ナ
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

痛
さ
も
苦
に
せ
ず

　

３
歳
か
ら
北
広
島
に
住
ん
で
い

る
荒
木
さ
ん
。
小
学
２
年
の
と
き

に
友
達
が
バ
レ
エ
教
室
に
楽
し
そ

う
に
通
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自

分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
始
め
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
ダ
ン
ス
や
歌
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
踊
る
こ
と
が
楽

し
く
て
休
ま
ず
教
室
に
通
っ
た
。

　

ト
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
た
の
が

小
学
４
年
。
始
め
は
足
の
指
が
水

膨
れ
に
な
り
皮
が
む
け
、
テ
ー
ピ

ン
グ
を
し
た
り
、
足
に
合
っ
た
ト

ー
シ
ュ
ー
ズ
を
探
し
た
り
し
て
痛

さ
を
し
の
い
だ
。
そ
れ
で
も
、
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
。
今
ま
で
に
、
約
１
０
０
足

履
き
つ
ぶ
し
た
そ
う
。

　

努

力

を

重

ね

て

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
バ

レ
エ
の
魅
力
に
ま
す
ま
す
引
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
を

意
識
し
て
、
体
づ
く
り
を
す
る
よ

う
に
―
。自
分
な
り
に
研
究
を
し
、

難
し
く
て
で
き
な
い
技
も
、
と
に

か
く
練
習
し
て
、
確
実
に
習
得
す

る
努
力
を
し
た
。

　

「
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

と
き
は
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
け

れ
ど
、
練
習
の
積
み
重
ね
が
必
ず

結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返

し
ま
す
」
と
、
バ
レ
エ
へ
の
思
い

は
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

　

ド
イ
ツ
へ
の
思
い

　

平
成
22
年
・
23
年
に
、
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
場
し
入
賞
。
パ
リ
へ
短

期
留
学
を
し
た
。
外
国
人
の
先
生

か
ら
指
導
を
受
け
、
今
ま
で
以
上

に
指
先
や
表
情
、
体
の
形
な
ど
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

い
っ
そ
う
バ
レ
エ
へ
の
思
い
が
強

く
な
っ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
。

　

高
校
卒
業
を
間
近
に
控
え
、
バ

レ
エ
団
が
多
い
ド
イ
ツ
で
、
バ
レ

エ
を
職
業
に
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
―
。
昨
年
12
月
、
ド
イ
ツ
へ
の

留
学
を
懸
け
た
コ
ン
ク
ー
ル
、
第

八
回
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
バ
レ

エ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
マ
ン
ハ
イ
ム
国
立
音

楽
舞
台
芸
術
大
学
の
入
学
許
可
を

見
事
取
得
。
９
月
か
ら
、
同
大
学

の
ソ
リ
ス
ト
養
成
研
究
課
程
へ
入

学
す
る
。

　

「
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
き
な
ミ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
。
入
学
が
決
ま

っ
た
と
き
は
泣
い
て
喜
び
ま
し
た
。

将
来
は
、
プ
ロ
の
バ
レ
リ
ー
ナ
に

な
っ
て
ド
イ
ツ
の
舞
台
で
踊
り
た

い
で
す
」
。
自
分
の
道
を
切
り
開

き
、夢
へ
と
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

　

「
北
広
島
の
人
は
気
持
ち
が
温

か
い
で
す
。
両
親
や
先
生
た
ち
、

バ
レ
エ
の
仲
間
、
学
校
の
友
達
み

ん
な
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
へ
行
く
ま
で
に
、
思
い
出

づ
く
り
を
い
っ
ぱ
い
し
た
い
で
す
」

と
話
す
荒
木
さ
ん
。
普
段
は
笑
顔

が
す
て
き
な
18
歳
の
女
の
子
。
買

い
物
や
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る

の
が
一
番
の
楽
し
み
だ
そ
う
。

　

「
一
度
し
か
な
い
人
生
を
悔
い

な
く
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
踊

る
こ
と
で
、
バ
レ
エ
を
知
ら
な
い

人
に
も
感
動
を
与
え
た
い
」
と
夢

を
語
る
。
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す

る
日
が
楽
し
み
だ
。

あらき・りさ
虹ヶ丘在住。
きたひろバレエ「アンビシャス」に所
属。平成22年・23年にエデュケーショ
ナルバレエコンペティションで、ドミ
ニク・カルフーニ選抜短期集中レッス
ンを受賞。２度パリへ留学した。平成
24年、東京で行われた夏休み親子芸術
劇場に出演し、プロのバレエダンサー
と共演。今年９月にドイツへ留学する。

バレエで世界に羽ばたく

荒木　理沙さん

交流会で、オーロラ姫のバリエーションを優雅に踊る様子（左）。
ぼろぼろになったトーシューズ（右）。たくさん練習した様子が
うかがえる

バリエーション…ソロで踊る曲

＊

＊
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地
産
地
消
の
推
進
だ
け
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
の
身
近
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
市
の
消
費
者
相
談
窓

口
で
毎
週
月
〜
金
曜
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
、
相
談
員

と
し
て
協
力
。
高
額
な
布
団

な
ど
を
売
り
付
け
ら
れ
た
り
、

健
康
食
品
を
送
り
付
け
ら
れ

た
り
と
、
日
々
寄
せ
ら
れ
る

　

「
地
産
地
消
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
」
。
５
月
に
行
わ
れ
た
北

広
島
消
費
者
ま
つ
り
会
場
で
、
北
広
島
消
費

者
協
会
の
皆
さ
ん
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
の
お
い
し
さ
を

広
め
る
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
料
理
で
し
た
。
審
査

に
参
加
し
た
方
は
「
ど
の
料
理
も
手
が
込
ん

で
い
て
、
お
い
し
か
っ
た
。
素
材
の
味
が
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」
と
絶
賛
。
こ
の
祭
り

の
ほ
か
に
も
、
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
生

活
展
や
消
費
者
の
つ
ど
い
な
ど
で
、
消
費
者

に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
昭
和

60
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

消
費
者
の
困
り
事
を
聞
き
、
被
害
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

悪
質
商
法
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

会
員
が
脚
本
を
作
り
演
じ
る
寸
劇
も
大
好
評
。

だ
ま
そ
う
と
す
る
悪
質
業
者
と
高
齢
者
と
の

や
り
取
り
は
、
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
で
す
。
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す
る
と
、
観
客
も
思

わ
ず
く
ぎ
付
け
に
。
そ
の
時
ど
き
に
起
き
た

詐
欺
事
件
を
脚
本
に
加
え
、
最
新
情
報
を
届

け
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
護
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
も
大
切
な

活
動
で
す
。
市
と
協
力
し
て
、
小
学
校
で
エ

コ
授
業
を
行
い
、
食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
す
。
後
日
、

感
想
や
お
礼
を
つ
づ
っ
た
手
紙
が
届
き
、
い

っ
そ
う
励
み
に
な
る
そ
う
。

　

「
安
全
・
安
心
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
す
遠
藤
智
恵

子
会
長
。

　

協
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
私
た
ち
も
消
費
者
問

題
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

地
域
に
根
差
し

　
今
年
で
30
年

大曲小学校６年

森奏大さん
（児童会長）

悔いのない運動会
にするために

悪質商法の被害防止を
訴える寸劇

総練習で元気によさこいを踊りました

地産地消料理コンテスト。市民が
応募した手料理が並びます

　

大
曲
小
学
校
児
童
会
で
は
、
全
校
か
ら
テ
ー
マ
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
て
運
動
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
テ
ー
マ
は

「
目
標
を
こ
え　

ゴ
ー
ル
へ
突
き
進
め
！　

目
指
せ　

最

高
の
運
動
会
！
」
に
、
紅あ

か

組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
「
フ
ァ
イ

ヤ
ー
タ
イ
ガ
ー
」
白
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
「
勝
馬
神
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、

競
技
の
練
習
を
し
た
り
、
４
年
生
以
上
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
運
動
会
を
支
え
る
仕
事
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
の
総
練
習
で

は
、
全
学
年
み
ん
な
が
そ

ろ
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操
が
で

き
ま
し
た
。
全
校
よ
さ
こ

い
も
そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
が
盛
大

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
白
組
が
勝
ち
ま

し
た
が
、
み
ん
な
大
満
足

で
悔
い
の
な
い
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。

祭り会場のエルフィンパークに
多くの人が訪れました

⑦ 広報 北広島－2014.7.1　
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■行財政改革の効果額と主な改革項目

　

平
成
17
年
度
に
、
26
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
期
間
と
す
る
行
財
政
構
造
改
革
大
綱
と
、

こ
れ
を
具
体
的
に
実
行
す
る
た
め
の
行
財
政

構
造
改
革
・
実
行
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

大
綱
で
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、

政
策
評
価
の
推
進
、
市
民
参
加
・
協
働
の
推

進
、
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
、
行
政
運
営

シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

外
部
委
員
に
よ
る
市
の
政
策
・
事
務
事
業

評
価
の
実
施
や
、
市
民
参
加
条
例
の
制
定
、

公
益
活
動
団
体
と
の
協
働
指
針
の
策
定
な
ど
、

収入増加 効果額 支出削減 効果額
市税の収納率の
向上

５億5,580万円 職員数の適正化 ８億3,638万円

家庭ごみの減量
化・有料化

３億3,568万円 建設事業コスト
の縮減

６億4,231万円

未利用市有地の
処分

9,850万円 給与制度の見直し ４億9,744万円

＊効果額は、平成24年度までの額です。

平成18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

1億
  508
 万円

2億206万円

3億1,308万円

3億9,064万円

5億7,788万円
5億3,096万円

6億5,708万円

1億
7,561
 万円

2億
  874
 万円

2億
2,911
 万円

1億
6,355
 万円

1億
7,029
 万円

1億
3,747
 万円

1億
8,190
 万円

3億
4,877
 万円

3億
6,741
 万円

4億
8,679
 万円

9,698
 万円

3,980万円

2,281万円
6,261万円

市
民
参
加
・
協
働
の
制
度
を
確
立
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
税
の
収
納
率
向
上
、
有
料
広

告
の
掲
載
や
未
利
用
市
有
地
の
処
分
な
ど
の

財
源
確
保
対
策
、建
設
事
業
コ
ス
ト
の
縮
減
、

職
員
数
の
適
正
化
、
給
与
制
度
の
見
直
し
、

職
員
研
修
の
充
実
な
ど
、
行
財
政
運
営
シ
ス

テ
ム
全
般
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

財
政
支
出
の
削
減
や
収
入
の
増
加
に
取
り

組
み
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
約
27
億
３
０
０

０
万
円
の
効
果
額
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

合計
収入
増加額

支出
削減額

行財政改革推進
委員会委員長
青山浩之さん

　行財政改革推進委員会では、平成27年度
以降の新たな大綱と実行計画を作成するた
めの審議を進めています。
　委員会が重視するのは、財政の健全化と
行政サービスの向上。この２つのバランス
をいかに取るかです。改革の成果や新たな
課題を評価・点検し、住みやすいまちづく
りの一助になればと思います。
　改革によっては、市民生活に直接影響が
及ぶこともあります。取り組み状況を市民
にしっかりと伝えることも大切ですね。
　市民の視点を忘れずに、これからの世代
につながるような改革
を進めていってほしい
です。



■問合せ　行政推進課（☎ 372-3311 内線 881）
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15～
64歳

65歳
以上

０～
14歳

合計

■人口千人当たりのＮＰＯ法人数

■人口の推移（人）
　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
に
よ
る
と
、
平
成
32
年
の
人
口
は
、
22
年

と
比
べ
約
２
８
０
０
人
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
労
働
力
の
中
核
を
担
う

15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
が
約
６
４
０
０

人
減
少
す
る
一
方
、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口

は
約
５
６
０
０
人
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
税
収
の
減
少

や
社
会
保
障
関
連
費
の
増
加
が
続
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
建
築
物
や
道

路
、
橋
な
ど
の
修
繕
・
更
新
を
進
め
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
５
次
総
合

計
画
が
掲
げ
る
希
望
都
市
・
交
流
都
市
・
成

長
都
市
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
魅

力
を
総
合
的
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

事
業
や
、
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
制

度
な
ど
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
識
経
験
者
・
有

識
者
・
市
民
が
委
員
と
な
る
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
平
成
27

年
度
以
降
の
新
た
な
大
綱
と
実
行
計
画
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。

　

作
成
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市

役
所
ご
案
内
↓
行
革
・
政
策
評
価
」
な
ど
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■市民アンケートの結果（平成25年実施）

　今後の行財政改革を進めるために、特にどのような改
革が必要だと思いますか。（回答は５つまで）

対象　無作為で抽出した20歳以上（1,000人）
有効回答数　39 2人（39.2％）　

＊割合が低いほ
ど、将来の負担
が少ないことを
意味します。平
成19年度決算か
ら取り入れられ
た考え方です。

平成22年までは国勢調査、32年以降は国立社会保障・
人口問題研究所の推計（平成25年３月）

　

ま
た
、
市
の
借
金
や
職
員
の
退
職
金
見
込

額
な
ど
、
市
が
将
来
支
払
っ
て
い
く
負
債
の

額
を
市
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し

た
、
将
来
負
担
比
率
が
改
善
す
る
な
ど
の
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平成17年度

0.20法人

平成24年度

0.47法人

■将来負担比率
＊

　（市が将来支払っていく負債の割合）　

平成19年度

104.2％

平成24年度

56.0％

平成２年 12年 22年 32年 42年 52年

32,827

47,758

40,198

57,731

38,717

60,353

32,314

57,547

27,958 22,279

10,174 8,795 8,083 6,084 4,652 3,928

8,738 13,553
19,149

20,122

52,732

20,577

46,784

　職員が地域に出向いて、行財政改革
の取り組みを分かりやすく説明します。　

4,757

市職員の意識改革・資
質向上 33％

民間委託の推進や民間
活力の導入 31％

市職員の給与の削減 25％

窓口サービスの利便性
の向上 25％

市職員数の削減 21％

市政情報の積極的な提
供・公開 20％

収入の確保 20％

公共事業の見直し 19％

規制の緩和・廃止や行
政手続きの簡素化 17％

市民参加・協働の推進 15％



■問合せ　市民課（☎ 372-3311 内線 709）
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国
内
に
住
む
20
〜
59
歳
の
全
て
の
方
が
加

入
し
ま
す
。
外
国
人
も
対
象
で
す
。

　

就
職
や
結
婚
な
ど
、
人
生
の
節
目
で
変
更

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
・
農
林
漁
業
・

学
生
・
無
職
の
方
な
ど

●
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者

●
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

●
老
齢
年
金　

65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
ま
す
。
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
こ

　

年
金
は
、
老
後
の
生
活
設
計
の
中
心
と
な

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
な
ど
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。　

　

退
職
な
ど
で
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
資

格
を
喪
失
し
た
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
も
、
種
別
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
市
役
所
市
民
課
と
各
出
張
所
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類　

●
退
職
し
た
日
を
確
認
で
き
る
書
類
（
資
格

喪
失
証
明
書 

・
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
な
ど
）　

●
年
金
手
帳

国
民
年
金
の
加
入
者
の
種
別

　

７
月
分
〜
平
成
27
年
６
月
分
の
申
請
を
受

保
険
料
免
除
・
猶
予
の
制
度

20
歳
前
の
病
気
や
、
け
が
が

原
因
の
障
が
い
で
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆

さ
ん
へ

過
去
10
年
分
ま
で
の

保
険
料
が
納
付
で
き
ま
す

退
職
し
た
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す

年
金
の
種
類

と
が
あ
る
方
は
、
60
代
前
半
か
ら
、
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

●
障
害
年
金　

法
に
定
め
る
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で

き
ま
す
。
厚
生
年
金
に
加
入
中
の
障
が
い
の

場
合
は
、障
害
厚
生
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

●
遺
族
年
金　

主
に
生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
遺
族
の
方
が
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
亡
く
な
っ
た

方
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
、

遺
族
厚
生
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

＊
い
ず
れ
の
年
金
も
、

受
給
に
は
納
付
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
上
旬
に
、
年
金
事
務
所
か
ら
国
民
年

金
受
給
者
所
得
状
況
届
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
を
引
き
続
き
受
給
す
る
に
は
、
所
得

状
況
届
の
提
出
と
受
給
者
本
人
の
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。
未
申
告
だ
っ
た
り
、
提
出

が
遅
れ
た
り
す
る
と
年
金
が
一
時
停
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
て
、
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

時
効
で
納
付
で
き
な
か
っ
た
保
険
料
を
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。
期
限
は
、

平
成
27
年
９
月
30
日
で
す
。
た
だ
し
、
23
年

度
以
前
の
保
険
料
に
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、将
来
の
年
金
受
給
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

＊
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所
（
☎
892

〜
９
３
１
６
）

け
付
け
ま
す
。
本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。
離
職
し
た

方
の
た
め
の
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
審
査
の
結
果
、
免
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
を
忘
れ
て
い
た
方
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　


